
・免許教科以外の教科の教授担任許可申請書（第15号様式）【記入例】
第15号様式（第20条関係）

平成　○ 年 月 日

福島県教育委員会 様

○○市立○○中学校

○　○　　○　○ 印

　教育職員免許法附則第２項の規定により、下記のとおり免許教科以外の教科の教授担任許可を受けた
いので、関係書類を添えて申請します。

申請教諭

添付書類
１　付表１　申請における説明書
２　付表２　教員組織及び教科担任表

※備　考氏　　　　名 印 申　請　教　科 担　任　期　間

免許教科以外の教科の教授担任許可申請書

学 校 名

校長氏名

記

4 1

○．３．31

○　○　　○　○ 英　語 ○．４．１ ～○．３．31

○　○　　○　○ 家　庭 ○．４．１ ～

１　校長印（職印）及び申請教諭印を押すこと
２　申請教諭欄の記載順序は、教員組織及び教科担任表（付表２）に準じること
３　１行につき１名ずつ記入すること（１人で複数の教科を申請をする場合は、１行内
　に申請教科名全てを記入すること）
４　「申請教科」欄は、「保健体育」、「技術」、「家庭」等と正しく、省略せず記入
　すること

年度当初の申請：４月１日
年度途中の申請：担任期間の前に
　　　　　　　　その都度遅滞なく

申請をする者は教
諭に限ること



平成　○ 年 月 日

福島県教育委員会

・教科教授担任許可書【記入例】

教科教授担任許可書

　　免許教科以外の教科の教授担任について、教育職員免許法附則第２項の規程により、次のとおり許可
　する。

学 校 名 ○○市立○○中学校

4 1

校 長 の 氏 名 ○○　○○

教 諭 の 氏 名 教 科 名 期 間 許 可 番 号

○　○　　○　○ 家　庭
平成　○年　４月　１日から
平成　○年　３月３１日まで

○　○　　○　○ 英　語
平成　○年　４月　１日から
平成　○年　３月３１日まで

１　申請教諭欄の記載順序は、教員組織及び教科担任表（付表２）に準じること
２　１行につき１名ずつ記入すること（１人で複数の教科を申請をする場合は、
　１行内に申請教科名全てを記入すること）
３　「申請教科」欄は、「保健体育」、「技術」、「家庭」等と正しく、省略せ
　ず記入すること

記入しないこと



付表１

（学校名　　○○市立○○中学校　　）

（例）

・申請における説明書（付表１）【記入例】

申請における説明書

当該教諭に担任させる理由 最終学歴 在職年数
週　の
総担任
時　数

　○○免許を有する教員が異動で転出したことにより、当該教科の免許を有する
教員が不在になったので、○○の授業について免外担任の申請を行いたい。

　○○の免許を有する○○教諭が病気休業期間（Ｈ○．○．○まで）中、代替教
諭の配置がない。免許を有する教員２名のみでは授業を担任することができない
ため、○○の免許を有する教頭に免外担任を申請したい。

免許教科以外の教
科の教授担任許可
申請をしなければ
ならない学校の実
状（具体的かつ詳
細に記入）

申請教諭氏名

20

大卒

大卒

○年

○年

6

○　○　　○　○

申　請　教　科

教科名 週時数

英語

家庭

4

6

○　○　　○　○
（教頭）

免外担任を必要とする経緯及び理由を具体的かつ詳細に記入すること
※校務分掌を優先させるための許可申請は認められない
※教員相互の担任時間数の平準化を図るための許可申請は認められない

選定した理由を簡潔に
記入する

免許状を有する教科の担任の方
が主となるようにすること

採用後の満年数を
記入すること



・教員組織及び教科担任表（付表２）【記入例】
付表２

備考
１　免許教科以外の教科の教授担任の許可を受けて担任しようとする教科の時間数は、朱書（中学校の特別支援学級の場合にあっては青書）により区別すること。
２　この表は、本校・分校別・全日制・定時制・通信制別及び中学部・高等部別に作成し、兼務で担任する時間数についは（　）で囲むこと。

8

16

6

6

14

年
　
令

前年度まで
の免許教科
以外の教科
の教授担任
年数

(６) (　)(３)

地理
歴史

公民
保健
体育

(５) (１)

（NO.１）教　員　組　織　及　び　教　科　担　任　表

技術

(　)

6

18

国語

17

20

1

2

技術

保健体育

再任用者

英語

40 68 27 2986 76 38

技術

英語

（NO.２）

病休(～7/31)

77

数学は、Ｔ２として指導

17

73 82

21

19

10

特別支援学級担任

新規採用者

育児休業(～12/31)0

16

1

1

17

0

15

再任用者6

74 69910

16

6

1

15 2

19

10 2

3

3

46

3

講師 ○○　○○ 62

講師

教諭

講師

教諭

○○　○○

○○　○○

○○　○○

○○　○○ 60

24

23

4

29

○○　○○

教諭 ○○　○○

○○　○○

教諭

社会

英語

技術

32

46

49

25

10 6

51

39 保健体育

国語

国語

国語　社会

16

1024

46 15

教諭 45

計　　　４０人

教頭(兼務) ○○　○○ 50

教諭 ○○　○○

1

44

教諭

国語 20

国語

社会教諭 ○○　○○

講師 ○○　○○

教諭 ○○　○○

教諭 ○○　○○

○○　○○

学　校　名

設　置　者

所　在　地

職　名 氏　　名

教諭 ○○　○○

在職に必要とす
る所有免許状の
教科名

計

4 40 6

３

音楽 美術

○○市立○○中学校

○○市

○○市三春町日向○丁目

週当たりの教科別担任時間数（（　）には当該教科の免許状を所有する延べ人数を記入すること。)

計 学　年 １ ２

教　　　　員　　　　数 学　　　級　　　編　　　成

その
他

計
工業 福祉

(　)(　) (　)

実習商業 情報国語

(６)

保健

2

(４)

2336

普通免 臨時免 (７) (　)

数学社会

(　)

8 0

領域
教科
指導
等

教　諭 助教諭 講　師

(　)(　)

農業

(３)

理科 家庭 英語 書道

4

(３)(２)

４(定) 特殊

(　)

備　考

(　)

1学級数 8

免外担任時数は、朱書に
より記載
(特別支援は青書)

当該教科の免許状（普通・臨
時）を有する者の数を記入
※免外申請者は含まない

教科を担任する教
頭を含む

学校で設定した科目名ではなく、免許法で規定し
た教科名を記入する

教員数と一致すること

各教科ごとの合計時数を記入すること

免許外教科をＴ２指導する者については、
該当教科の担当時数を該当欄に記入すると
ともに、Ｔ２である旨を「備考」欄に必ず
記載すること

特別支援学級及び特別支援学校(知的)に
おいて、領域教科を合わせた指導をしてい
る場合又は検定教科書を用いずに他の適
切な教材を使用している場合には、「領域
教科指導等」欄に担当時数を記入すること
※免外担任であっても、免外担任の申請は
不要

教科を担任する教頭について記
載する
兼務発令を受けている場合は
（兼務）と記載する

免許を有している全ての教科名
を記入するとともに、主として
担任する教科を○で囲むこと

臨時免許状を保有する場合は記入する
※免外申請教科名は記入しないこと


